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年
１
回
の
お
楽
し
み

　
ふ
れ
あ
い
食
事
会

年
１
回
の
お
楽
し
み

　
ふ
れ
あ
い
食
事
会

みんなが主役 支え合うまち ささやま

～
古
市
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
～

～
古
市
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
～

　

３
月
９
日
（
日
）、
古
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー

で
、「
古
市
ふ
れ
あ
い
食
事
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
催

し
は
、
古
市
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
健
康
福
祉
部
の
主
催
で
、

地
域
の
高
齢
者
を
招
い
て
、

ま
ち
協
ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の

お
弁
当
や
、
催
し
物
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

当
日
11
時
に
参
加
者
が
集

い
、
開
会
式
の
あ
と
、
食
事

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
、

健
康
福
祉
部
の
ス
タ
ッ
フ
に

応
援
ス
タ
ッ
フ
を
加
え
た
メ

ン
バ
ー
が
、
腕
に
よ
り
を
か

け
て
お
弁
当
を
作
り
ま
す
。

味
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
大
満
足

の
品
で
し
た
。

　

午
後
の
催
し
と
し
て
、
継

続
６
年
目
を
迎
え
た
今
回
は
、

「
丹
波
ギ
タ
ー
フ
レ
ン
ズ
」
の

皆
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
、
楽
し

い
お
話
と
、
素
晴
ら
し
い
演

奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。
曲
目

は
「
瀬
戸
の
花
嫁
」
や
、「
み

か
ん
の
花
」
な
ど
、
な
じ
み

深
い
、
懐
か
し
い
歌
ば
か
り

で
、
参
加
者
や
ス
タ
ッ
フ
は
、

ギ
タ
ー
演
奏
に
合
わ
せ
て
合

唱
し
ま
し
た
。

　

中
本
貞
子
さ
ん
の
華
や
か

な
日
本
舞
踊
、「
炭
坑
節
」
の

曲
に
合
わ
せ
て
、
水
戸
黄
門

や
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
（
ス
タ
ッ
フ
談
）

に
扮
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
登
場

し
、
陽
気
に
踊
っ
て
、
会
場

を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
笑
っ
た
あ
と
は
、

恒
例
と
な
っ
て
い
る
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
、「
ト
ラ
ン

シ
ェ
ソ
フ
ィ
ア
」
と
い
う
ス

タ
ッ
フ
の
手
作
り
ケ
ー
キ
に
、

参
加
者
か
ら
驚
き
の
声
が
漏

れ
ま
し
た
。「
毎
年
喜
ば
せ
よ

う
と
、
頑
張
っ
て
お
世
話
し

て
く
れ
て
ん
や
わ
」「
元
気
で

来
さ
し
て
も
ら
え
る
の
が
う

れ
し
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

健
康
福
祉
部
長
の
宮
本
博

章
さ
ん
は
、「
部
会
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
な
が
ら
、
住
民
の

方
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
も
っ

と
い
い
地
域
に
な
れ
る
よ
う

に
、
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
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3月19日、第32回評議員会を開催し、平成26年度事業計画及び予算が原案どおり可決されました。本年度は、生活困窮
者をはじ めとする要支援者等に対し、相談を待つだけでなく、訪問支援（アウトリーチ）や、地域のネットワークのなか
でニーズ を把握し、早い段階から一人ひとりの状況に応じ、自立に向けた支援を整えながら、地域支援活動との連携を
深めます。
また、地域 の関係機関や団体との協議・協働により、それぞれが持つ力を引き出す「地区福祉会議の開催」や「福祉委員の
校区組織 づくりの推進」により地域の福祉力を高めていきます。

地域生活支援の基盤づくり

生活困窮者自立支援法、改正生活保護法が、平成 27 年 4 月から施行される運びとなり、平成 26 年

度においては、本会においても社協の特性を生かし、関係機関とネットワークを形成し、制度の狭間に

あるケースに対応するため、２つの新しい事業を行います。

　①生活支援相談

　　生活課題を抱えている方々への支援ケースを分析すると、緊急貸付・緊急給付や金銭管理のニー

　　ズが複合している場合が多いことから、窓口を明確にし、相談対応を行います。

　②コミュニティソーシャルワーカーの配置

　　複合的複雑な課題を抱えている個人（家庭）の支援は、一機関だけで解決できないケースが多く

　　あるため、さまざまな機関や関係者を『つなぐ』『開発する』役割としての、コミュニティソーシャ

　　ルワーカーを配置します。

地区福祉会議の開催

自治会やまちづくり協議会、民生委員児童委員協議会、福祉委員連絡会を中心に、地域の福祉

課題を協議し、解決に向けた取り組みについて話し合う「地区福祉会議」を開催します。

地域でのサロン活動の展開

まちづくり協議会単位での「サロンづくり講習会」を開催し、未実施自治会への開設支援と既

存サロンへの運営支援を行います。

第３次地域福祉推進計画の策定

地区福祉会議や自治会の福祉座談会からニーズや計画内容を抽出し、職員プロジェクトチーム

により計画の策定を行います。

災害支援センターの取り組み

災害支援の情報集約、相談対応、ボランティアバス派遣事業（年２回）を実施します。また、

兵庫県北部地域への除雪ボランティアの派遣も行います。

１　地域住民が支え合い助け合えるまちづくり
◆集落等福祉活動事業（ふれあい・いきいきサロン事業）

◆福祉委員活動事業　　◆赤い羽根共同募金運動

◆歳末たすけあい運動　　◆地域包括支援センター受託事業

４　居宅介護事業
◆居宅介護支援事業　　◆ホームヘルプサービス事業

５　その他の事業
◆介護機器貸出事業　　◆広報活動　　◆介護職員初任者研修事業

◆喫茶ふれあい収益事業　　◆福祉団体支援事業

３　つながりを深めて孤立を防ぐしくみづくり
◆生活支援相談事業（生活福祉資金・緊急貸付資金事業、福祉サービス利用援助事業・

　権利擁護事業、緊急支援給付金事業）

◆コミュニティソーシャルワーク　　◆友愛訪問事業　　◆給食、配食サービス事業

◆心配ごと相談事業　　◆ファミリーサポートセンター事業

◆子ども一時預かり事業　　◆外出支援サービス受託事業

◆見守り支援サポーター受託事業　　◆介護支援ボランティアポイント制度受託事業

２　すべての人への思いやりとボランタリー精神を
　　育むしかけとしくみづくり

◆ボランティアセンターの運営と講座の開催　　◆福祉教育推進事業

◆社会福祉大会（社協Ｄａｙ）　　◆手話、点訳、朗読奉仕員養成受託事業

◆広報・調査研究活動　　◆善意銀行運営事業

篠山市社会福祉協議会 事業計画

平成26年度

みんなが主役 支え合うまち ささやまみんなが主役 支え合うまち ささやま基本
理念

法人運営、ボランティア活動支援事業、善意銀行運営事業
ファミリーサポートセンター事業
外出支援サービス事業
見守り支援サポーター事業
介護支援ボランティアポイント制度事業
手話・点訳・朗読奉仕員養成講座事業
喫茶ふれあい収益事業

総　務　課

生活支援相談事業
　（福祉サービス利用援助事業、
　 生活福祉資金事業・緊急貸付事業）
赤い羽根共同募金運動、歳末たすけあい運動
集落等福祉活動事業
給食、配食サービス事業
介護機器貸出事業
介護職員初任者研修事業

地域福祉課

ケアプラン作成事業
　介護予防支援事業（介護保険法等に基づく）

居宅介護支援事業所

訪問介護事業（介護保険法等に基づく）
居宅介護事業（障害者総合支援法に基づく）
計画相談事業（          　    〃　　　　　 ）

訪問介護事業所

包括的・継続的ケアマネジメント事業
総合相談支援事業
権利擁護事業
介護予防ケアマネジメント事業

東部地域包括支援センター
西部地域包括支援センター

会 長 （1）　　副会長（3）　　理 事（15）※会長・副会長を含む　　評議員（39）　　監 事（3）役員

事務局

社協 組織体制
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下記のとおり相談日を

設けています。

お気軽にご相談ください。

  9：00～11：30

  9：00～11：30

  9：00～11：30

13：30～16：00

  9：00～11：30

  9：00～11：30

5／ 2（金）

5／ 9（金）

5／16（金）

5／22（木）

5／23（金）

5／30（金）

と　　　き と　こ　ろ

丹南健康福祉センター

篠山市民センター

丹南健康福祉センター

ハートピアセンター

篠山市民センター

丹南健康福祉センター

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
業
務
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

①
総
合
相
談
・
支
援

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
か
ら

の
相
談
を
受
け
、
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
士
、
保
健
師
、
主
任

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
専
門
職

員
が
、
多
様
な
福
祉
課
題
に

対
し
て
チ
ー
ム
で
対
応
し
て

い
ま
す
。

②
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

　

要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ

れ
た
人
へ
の
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
相
談
や
計
画
の
作
成

を
担
当
し
ま
す
。
ま
た
、
要
支

援
・
要
介
護
に
該
当
し
な
い

人
へ
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
相
談
も
行
い
ま
す
。

③
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
長
く
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
支
援
を

行
い
ま
す
。
個
々
の
高
齢
者

の
状
況
変
化
に
応
じ
た
適
切

な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

他

、
地

域

の

ケ

ア

マ

ネ

ジ
ャ
ー
に
対
し
て
技
術
向
上

の
た
め
の
個
別
支
援
や
、
困

難
事
例
で
困
っ
た
際
に
地
域

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
げ

る
支
援
を
行
い
ま
す
。

④
権
利
擁
護

　

後
見
制
度
の
活
用
に
つ
い

て
の
相
談
や
、
篠
山
市
地
域

福
祉
課
と
迅
速
な
連
携
を
図

り
、
虐
待
の
早
期
発
見
・
予
防

に
努
め
、
高
齢
者
の
尊
厳
あ

る
当
た
り
前
の
暮
ら
し
を
支

援
し
ま
す
。

　

以
上
の
４
項
目
を
柱
と

し
、
今
後
も
取
り
組
み
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

　

総
合
相
談
に
は
様
々
な
内

容
が
あ
り
ま
す
が
、
包
括
だ

け
で
は
支
援
で
き
な
い
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
一
つ
の
家
庭
に
高
齢

者
の
介
護
の
問
題
、
子
ど
も

の
問
題
、
経
済
的
な
問
題
な

ど
を
含
む
多
問
題
ケ
ー
ス
で

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

他
職
種
・
他
機
関
と
の
連
携

が
大
切
で
す
。
具
体
的
に
は
、

支
援
に
必
要
な
情
報
を
共
有

す
る
た
め
、
連
絡
を
密
に
と

り
合
っ
た
り
、
支
援
者
会
議

を
開
催
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

平
成

25
年
度
は
民
生
委

員
、
自
治
会
長
な
ど
地
域
の

代
表
と
話
を
す
る
機
会
を
持

ち
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く

り
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
、「
Ａ
さ
ん
」
と
い
う
一

人
の
人
の
支
援
か
ら
、「
Ａ
さ

ん
の
住
む
Ｂ
地
域
」
と
い
う

地
域
全
体
の
支
援
へ
と
視
点

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
Ｂ
地
域

で
困
っ
て
い
る
人
は
Ａ
さ
ん

だ
け
で
な
く
、
同
じ
問
題
（
外

に
出
る
機
会
、
場
が
な
い
等
）

を
抱
え
て
い
る
人
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
、と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
実
態
を
把
握
す

る
た
め
の
調
査
や
訪
問
活
動

に
よ
り
課
題
を
見
つ
け
、
そ

の
課
題
に
対
し
て
専
門
職
や

地
域
の
福
祉
代
表
者
が
「
小

さ
く
て
も
い
い
、
具
体
的
な

第
一
歩
」
を
考
え
、
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

お
気
づ
き
や
お
困
り
の
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談

下
さ
い
。

和やかに意見交換ができました

　

平
成
26
年
３
月
16
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
、
し
ゃ
く
な

げ
会
館
に
て
、
西
紀
北
住
民

と
福
島
市
か
ら
の
転
居
者
と

の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
福
島
市
か
ら
転

居
さ
れ
た
方
々
（
３
家
族
10

名
）
に
、
震
災
直
後
か
ら
篠
山

に
来
る
ま
で
の
経
緯
や
心
情

な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
自
治
会

長
を
は
じ
め
、
地
域
活
動
を

担
う
役
員
の
方
々
、
西
紀
北

小
学
校
関
係
者
の
皆
さ
ん

は
、
深
く
聴
き
入
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

福
島
市
は
避
難
地
域
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
場

所
に
よ
っ
て
は
高
い
放
射
線

量
が
測
定
さ
れ
て
お
り
、
住

民
は
見
え
な
い
恐
怖
に
不
安

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
特
に

放
射
線
の
影
響
を
受
け
や
す

い
子
ど
も
の
い
る
世
帯
で

は
、
住
み
続
け
る
の
か
自
主

避
難
す
る
の
か
の
決
断
に
迫

ら
れ
ま
し
た
。
避
難
を
決
断

し
た
も
の
の
、
地
域
を
捨
て

た
裏
切
り
者
と
心
無
い
言
葉

を
言
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
後
ろ
め
た
さ
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

西
紀
北
で
の
暮
ら

し
は
、
自
然
に
囲
ま
れ

安
心
し
て
暮
ら
せ
て

い
る
一
方
、
で
き
る
な

ら
故
郷
に
帰
り
た
い

と
い
う
想
い
も
あ
り
、

複
雑
な
心
境
の
方
も

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
篠

山
の
黒
豆
茶
や
福
島

県
の
銘
菓
を
い
た
だ

　

４
月
５
日
（
土
）
、
篠
山
市

民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
新

た
に
各
自
治
会
か
ら
選
任
さ

れ
た
２
６
３
名
の
福
祉
委
員

の
み
な
さ
ん
に
、
委
嘱
状
の

交
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
３
年
間
（
任
期

平
成
26
年
４
月
１
日
～
平
成

29
年
３
月
31
日
）、地
域
で
の

福
祉
活
動
や
社
協
事
業
へ
の

参
加
、
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ご協力ありがとうございました

東日本大震災救援募金
　篠山市社会福祉協議会では、「東日本大震災 救援募金」

として、みなさまの温かい思いとしてお預かりした募金

を、中央共同募金会を通じ、被災地へお届けしました。

　なお、平成26年３月31日を

もって、中央共同募金会での東

日本大震災救援募金の受付が終

了となりました。今後、募金にご

協力いただける方は、各被災県

に設置されている窓口をご案内

させていただきます。

7,837,318円 (286件) ※3月31日現在

義援金総額

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
、
小
地
域
福
祉
活
動
を

展
開
し
て
い
く
際
の
パ
イ

プ
役
で
す
。

福
祉
委
員
と
は…

①
自
治
会
内
で
の
見
守
り

　

や
声
か
け

②
関
係
者
へ
の
連
絡
と
協
働

③
自
治
会
内
で
の
福
祉
活

　

動
リ
ー
ダ
ー

④
社
協
や
ま
ち
協
事
業
へ

　

の
参
加
と
協
力

福
祉
委
員
の
役
割

委嘱状交付式

地区懇談会の様子

き
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

今
、
福
島
か
ら
の
３
家
族

は
、
西
紀
北
の
協
力
者
と
共

に
「
う
め
ぼ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
西

紀
北
で
収
穫
し
た
梅
を
梅
干

し
に
し
て
、
福
島
市
で
暮
ら

す
方
に
届
け
て
い
ま
す
。
か

つ
て
同
じ
地
域
に
暮
ら
し
て

い
た
人
々
が
、
想
い
と
協
力

者
が
あ
れ
ば
遠
く
離
れ
て
い

て
も
支
え
合
え
る
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。

ー
災
害
を
忘
れ
な
い
ー

ー
災
害
を
忘
れ
な
い
ー

福
島
へ
の
想
い
を
寄
せ
て

福
島
へ
の
想
い
を
寄
せ
て
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総務課　担当  村上恵子〈問い合わせ先〉 590-1112

地域福祉課〈問い合わせ先〉 590-1112
　初めての子育ては、みんなが初心者。困ったときに、ちょっと助けてもらえるとうれしいですよね。
ファミサポは、そんな関係を作っていきたいと思っています。助けてもらった人が、また誰かのお手
伝いをするようになり、暖かい子育ての輪が、いつまでもつながるといいですね・・・
　子育てを応援したい方、子育ての応援をして欲しい方。みなさんの登録をお待ちしています。

介護支援ボランティアポイント制度介護支援ボランティアポイント制度 登録者募集の

お 知 ら せ
登録者募集の

お 知 ら せ

ファミリーサポートセンター活動報告ファミリーサポートセンター活動報告２５年度２５年度

回　数 延べ時間数内　　　　　　　容

70 回

42 回

27 回

24 回

23 回

27 回

213 回

23 時間 06 分

56 時間 30 分

12 時間 30 分

39 時間 40 分

81 時間 00 分

61 時間 20 分

274 時間 06 分

① 放課後児童クラブ終了後の預かり

② 保護者の自宅就労、短時間・臨時的就労の場合の子どもの預かり

③ 放課後児童クラブ開始前の子どもの預かり

④ 保育施設の保育開始前や保育終了後の子どもの預かり

⑤ 保護者の病気、その他急用の場合の子どもの預かり

⑥ その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  計

会　員　数

内容別依頼回数と援助時間 

（平成 26 年３月末）

（平成２５年４月～平成２６年３月）

依頼会員

185 名

協力会員

70 名

両方会員

47 名

 計　

302 名

預かった子どもの数

７８名

利用者実数

１９名

協力者数

４４名

INFORMATION

対 象 者

活 動 内 容

ポイントの付与

保 険 へ の 加 入

●

●

●

●

篠山市内在住の 65 歳以上の方（介護保険第 1号被保険者）

介護保険施設でのレクリエーション、行事の手伝い、清掃作業

などのボランティア活動

1回 1ポイント（1時間程度の活動＝100 円）

1日の上限は、2ポイント（2時間までの活動＝200 円）

活動者は、必ずボランティア保険（年額 500円、自己負担）に

加入していただきます。

ー自分らしく、住みなれた地域で、安心して生活できるようにー

　介護保険などの福祉サービスを利用するには、自分で福祉サービスを選び、契約しなければ

なりません。

　しかし、判断能力に不安があるために、上手に福祉サービスを選ぶことができなかったり、

利用料がきちんと支払えないことがあります。

　福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）は、そのような方々が自分でサービス

を選び、利用しながら安心して地域で暮らせるように、社会福祉協議会が「福祉サービスの利

用を援助する」事業です。（社会福祉法で定められ、全国で実施されています。）

日常生活自立支援事業

　在宅で生活されている高齢者や知的障が

い、精神障がいのある方で、判断能力に不

安があるが、本人の利用意思が確認できる

方です。

　家族と一緒に住んでいる方や、グループ

ホーム、ケアホームに住んでいる方も利用

できます。

（１）福祉サービスの利用援助

（２）日常的な金銭管理

（３）通帳、印鑑、公的書類の預かり

（４）その他

　　○郵便物や通知物の管理、確認

　　○定期的な訪問による生活変化の察知

ご利用いただける方は？ 利用できるサービス

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事

業
で
は
、
利
用
者
宅
へ
の
定
期

的
な
訪
問
、
相
談
を
生
活
支
援

員
が
担
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

篠
山
市
で
は
８
名
の
生
活
支
援

員
が
活
動
し
、
定
期
的
に
連
絡

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
24
日
（
月
）
の
研
修
で
は
、

『
孤
独
死
と
セ
ル
フ
・
ネ
グ
レ
ク

ト
（
自
己
放
任
）』
を
テ
ー
マ
に
、

栗

原

紀

代

美

氏

（O
fficeK

U
R

IH
A

R
A

）

を
講
師
に
迎

え
て
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

栗
原
氏
は
、「
セ
ル
フ
・
ネ
グ

レ
ク
ト
は
、
地
域
社
会
か
ら
の

孤
立
、
生
き
る
意
欲
の
喪
失
、

認
知
症
、
精
神
疾
患
、
ア
ル
コ
ー

ル
問
題
に
よ
る
認
知
・
判
断
力

の
低
下
、
世
間
体
、
遠
慮
、
気

兼
ね
に
よ
る
支
援
の
拒
否
等
、

様
々
な
問
題
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
解
決
に

向
け
て
は
、
ご
本
人
の
生
活
ス

タ
イ
ル
を
丁
寧
に
聴
き
取
り
、

そ
の
人
の
生
き
方
を
知
る
こ
と

が
大
切
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
の
事
例
検
討
で
は
、

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
利
用
者

の
い
い
と
こ
ろ
を
探
し
て
、
話

し
合
い
、
今
後
の
支
援
方
策
を

考
え
ま
し
た
。

　

日
々
の
支
援
を
ふ
り
か
え
り
、

生
活
支
援
員
同
士
の
つ
な
が
り

を
深
め
、
ま
た
利
用
者
の
地
域

で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
研
修
を
、

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

生
活
支
援
員
が
支
え
る

地
域
で
の
暮
ら
し

生
活
支
援
員
が
支
え
る

地
域
で
の
暮
ら
し

セ
ル
フ
・
ネ
グ
レ
ク
ト

と
は
、
高
齢
者
が
通
常
一
人

の
人
と
し
て
、
生
活
に
お
い

て
当
然
行
う
べ
き
行
為
を
行

わ
な
い
、
あ
る
い
は
行
う
能

力
が
な
い
こ
と
か
ら
、
自
己

の
心
身
の
安
全
や
健
康
が
脅

か
さ
れ
る
状
態
に
陥
る
こ

と
。

（
甲
南
女
子
大
学
　
津
村
千
恵

子
氏
の
定
義
よ
り
）

　65歳以上の方が、市内の介護保険施設でボランティア活動を行うと

ポイントが貯まり、貯まったポイントに応じて、次年度にポイントを

換金することができる制度です。

　登録者募集の内容は、下記のとおりですので、あなたも登録して活

動してみませんか。

＊換金される金額は、年額で 50 ポイント（5,000 円）までです。
＊前年度までに介護保険料に未納がある場合は、換金されません。

問い合わせ先　　590-1388　担当  林 直美
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善意銀行だより
(敬称略)３月１日～31日預託分

－ 金銭預託 －

善意の預託・・・・

善意の預託・・・・

善意の預託・・・・

善意の預託・・・・

善意の預託・・・・

善意の預託・・・・

善意の預託・・・・

善意の預託・・・・

供養のため・・・・

松本美千代（井ノ上）

藤木千皓（小中）

フルヤ工業株式会社親睦会

旧今田町栗振興会 代表　故 西尾正巳

小谷栄子フラワー教室

丹波ささやま農業協同組合女性会

T.O.（小多田）

匿名

匿名

3,000円

20,000円

7,900円

38,424円

20,000円

30,000円

20,000円

10,000円

20,000円

　

友
人
宅
の
引
越
し
を
手
伝
い
ま
し

た
。
引
越
会
社
の
仕
事
の
仕
方
は
さ

す
が
に
手
際
よ
く
、
感
心
す
る
ば
か

り
で
す
▼
冷
蔵
庫
の
よ
う
な
大
き
な

荷
物
は
最
後
に
運
び
出
し
、
最
初
に

運
び
入
れ
ま
し
た
。
確
か
に
そ
の
方

が
運
び
出
す
と
き
も
、
入
れ
る
と
き

も
部
屋
に
物
が
な
く
移
動
が
簡
単
。

つ
い
つ
い
大
き
な
物
は
最
初
に
運
び

だ
し
、
最
後
に
入
れ
よ
う
と
し
ま
す

が
・
・
。
ま
た
、
力
を
使
う
大
き
な
物

は
休
憩
後
。
何
と
な
く
休
憩
前
に
し

ん
ど
い
こ
と
は
済
ま
せ
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
確
か
に
こ
の
方
が
体
力
に

も
余
裕
が
で
き
、
事
故
が
少
な
い
と

の
こ
と
▼
「
焦
ら
ず
、
あ
わ
て
ず
、
効

率
よ
く
」
。
プ
ロ
の
仕
事
は
学
ぶ
こ
と

多
く
、な
る
ほ
ど
・
・
・

この広報誌は共同募金の一部助成を受け発行しています。

篠山市ファミリーサポートセンター(第１回交流会　子ども一時預かり
“かんがるー”)／職員紹介／善意銀行だより／あとがき

－ 物品預託 －

芦田富基子（今田町芦原新田） 鉢植えの花　7鉢

飯田成代（垣屋）　折り紙細工

西澤昭美（栗柄）　折り紙細工

朝日野千秋（味間南）トレーナー5枚、ズボン1本、バッグ1個

林真澄（福井）　洗剤一式

中島大祥堂丹波工場　水ようかん700個、クッキー1,000個

匿名　はっさく17個

・・・・・・・今田地区ひとり暮らし高齢者

・・・・・・・給食サービス

・・・・・・・給食サービス

・・・・・・・訪問介護事業所利用者

・・・・・・・障がい者福祉事業所

・・・・・・・給食サービス、市内特別養護老人ホーム、他

・・・・・・・給食サービス

～詳しくはファミサポまで～

☆利用には申し込みが必要です
☆会員以外の方もご利用いただけます
☆定員になり次第、締め切らせていただきます

☆利用には申し込みが必要です
☆会員以外の方もご利用いただけます
☆定員になり次第、締め切らせていただきます

と 　 き：

と こ ろ：

定 　 員：

利 用 料：

申込締切：

５月８日（木）・５月21日（水）・６月19日（木）

　※午前10時～12時（受付9時45分～）

四季の森生涯学習センター東館　和室（2F）

10名（生後6ヵ月～就学前のお子さん）

子ども１人につき　１回500円

各実施日の１週間前までにお申し込みください

と 　 き：

と こ ろ：

講 　 師：

持 ち 物：

定 　 員：

申込締切：

５月14日（水）　※午前10時～11時30分

四季の森生涯学習センター東館　大会議室

Ace Playground School代表　西條 喜博さん

タオル、お茶

20組

５月７日（水）

申込み・問い合わせ先

   590-1388　担当  林　直美   590-1388　担当  林　直美
篠山市ファミリーサポートセンター篠山市ファミリーサポートセンター

　昨年に引き続き、運動遊びコーディネーターの西條

喜博さんによる、子どものためのキッズ体操とサー

キット遊び。身体を動かすのが楽しくなりますよ。元気

な子どもたち全員集合！！

さいじょう よしひろ

（運動遊びコーディネーター、「篠山チルドレンズミュージアム」
プロジェクトコーディネーター）

※動きやすい服装でお越しください

新入職員紹介

　篠山市社会福祉協議会は、地域福祉推進
の組織として、職員が一丸となって、深刻な
生活課題や社会的孤立などの新たな地域福
祉の課題に向き合います。地域のあらゆる
生活課題を受け止め、相談・支援や解決につ
なげ、誰もが安心して暮らすことができる
地域に根ざした福祉のまちづくりに取り組
みます。よろしくお願いいたします。

　篠山市社会福祉協議会の行う事業の多さ

に圧倒されていますが、一日でも早く、仲間

入りしたことを、皆さまに喜んでいただけ

るよう努力してまいりますので、よろしく

お願いいたします。

事務局長　奥野　勝

地域福祉課　吉田桃子

　篠山市善意銀行の受付は、

社会福祉協議会で行っていま

す。皆様のご協力をよろしく

お願いします。


